令和元年度保育所・認定こども園主任保育士研究協議会開催要項
１．主　　　旨

　　保育所及び認定こども園がすべての子育て家庭への支援を担う立場となり、職場のリーダーとして主任保育士・主幹保育教諭の役目は重要性を増し、高い力量が求められている。主任保育士・主幹保育教諭として必要な知識や心構えについて自主的に研究協議し、資質向上を図ることを目的として開催する。
２．主　　　題

・すべての人が子どもと子育てに関わりを持つ社会の実現をめざして
３．共通テーマ

「主任保育士・主幹保育教諭としての力量を高めるために」

４．主　　　催

茨城県保育協議会・社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

５．期　　　日

令和２年２月１３日(木)～１４日(金)
６．会　　　場

・ホテルレイクビュー水戸　２階飛天の間　(第１日目　2/13)

・茨城県立県民文化センター　　　　　　　(第２日目　2/14)
７．参  加  者

茨城県保育協議会会員の主任保育士または、準ずる者

８．日 　 　程　
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	第２日（１4日）

	
	講演　②
	分科会

	


９．研究内容

＊ 講演①　テーマ「養護と教育の実践のもとに～保育の質の向上を考える」

講  師　玉川大学教育学部　教授　大豆生田　啓友 氏
講演②  テーマ「保育者の援助と保育環境」
講　師　東京大学大学院教育学研究科附属
発達保育実践政策学センター　准教授　野澤　祥子　氏

＊ ブロック発表

ブロック別課題にもとづいて研究したもの、研究の経過等報告をする。

◎発表時間は、１ブロック２０分(出入り含む)。

· 指導講評　 社会福祉法人白光福祉会　理事長　石橋　豊美　氏
(前すみれ第二保育園長・前茨城県保育協議会副会長)　 
· 分科会（別記）
１０．参  加  費（当日受付で納入）　３，０００円
１１．駐車場について　
ホテルレイクビュー水戸、茨城県立県民文化センターの駐車場をご利用いただけますが、駐車場が狭い為、極力乗り合せ又は、交通機関をご利用下さい。
満車の場合は自己負担にて付近の有料駐車場をご利用ください。(相場１時間３００円)
１２．定　   員　４００名
１３．申込締切　　　１１月１日（金）期限厳守
※定員になり次第締切らせていただきます。

　   ※電話での申し込みは受け付けません。ＦＡＸのみ受け付けます。

期限厳守　申込後の変更、取り消しは、お早めにご連絡ください。

前々日からの取り消しについては、取り消料がかかりますので

あらかじめご了承ください。

	取消日
	2/11～
	2/12～
	無連絡

	取消料
	８０％
	１００％
	１００％


※ＦＡＸのみの受け付けとなりますので、ご注意ください。
　
【申し込み・問い合せ先】
〠３１０－０８５１　水戸市千波町１９１８
　　　 茨城県保育協議会（担当：関・尾縣）

　　　　　　     　　TEL０２９―２４３－４０３４　
                  　 FAX０２９―２４１－１４３４
【分　科　会】
	第１分科会　　保育所保育指針・認定こども園教育保育要領

に基づく質の高い保育を提供する
―子育ちと子育て家庭を支える保育所となるために―




各保育所における創意工夫のもと、保育課程に基づいた保育やこども一人ひとりの育ちに応じた個別計画の作成など、より質の高い保育の提供が求められている。保育の質を向上させる具体的手法や実践について研究討議する。
［討議の柱］

（１）子ども一人ひとりの育ちに応じた個別の計画と保育課程の関係
（２）保育の質の向上を図るための自己評価の視点と方法
（３）利用者の個別ニーズに対応するきめ細やかな保育の提供
（４）園内コーチングに向けて
	第２分科会　配慮を必要とする子どもの保育の充実
―気になる子どもの保育と家庭支援―




近年、発達障害等による気になる子の増加が指摘されている。子どもの発達を保障するためには保護者と協力しながら適切な対応をしていくことが求められている。配慮を必要とする子の現状をもとに、子ども・保護者への支援のあり方、関係機関との連携について研究討議する。
［討議の柱］

（1） 子どもの育ちの実態と課題
（2） 関係機関との連携・協働の内容とその進め方
（３）保護者との相互理解を図るための工夫
（４）園内コーチングに向けて
	第３分科会　　保育者の資質の向上を図る
―職場内研修の充実による職員の資質向上―


保育所における質の高い保育の提供には、職員の資質向上および専門性向上が必要不可欠で、リーダーとして主任保育士の力量が求められているところである。保育所内の研修のあり方や保育士の自己評価等、効果的な実践について研究討議する。
［討議の柱］
（１）職場内研修の必要性と実践における問題点
（２）研修意欲の向上と職場環境の整備
（３）専門性を高める研修の課題と工夫
（４）園内コーチングに向けて
	第４分科会　　家庭との連携による食育の推進
―子どもの食事と栄養・食育を考える―




「保育所における食事提供のガイドライン」が厚生労働省から出され、子どもの心身や健やかな発達のために保育の質の向上が求められ、家庭のあり方も重要になってきている。保護者と連携した食育の実践、食を通したコミュニケーションなどについて研究討議する。
［討議の柱］
（1） 日々の保育における食育の実践
（2） 子どもの食生活を踏まえた食事の提供と問題点
（3） 食育への取組みにおける家庭との連携とその工夫点
（4） 園内コーチングに向けて
	第５分科会　　地域の保護者支援の充実
―保育所利用家庭、地域の子育て家庭に向けて―


新保育所保育指針では、保護者に対する支援とともに、地域における子育て支援が明確に位置づけられている。保育所が中心となって地域における子育てを支援するため
進めていくべき課題について研究討議する。
［討議の柱］
（１）保育所の専門性を生かした保護者支援・地域の子育て家庭への支援
（２）子どもの立場に立った支援
（３）子育て支援の課題・問題点と工夫
（４）園内コーチングに向けて
	第６分科会　　保育所における事故防止・安全対策

―リスク・マネージメントのあり方について―


　生後間もない乳児から就学前の乳幼児を預かる保育所では、健やかな成長を図るため『安全・安心な環境』を保障しなければならない。職員のリスク・マネージメントの意識を高め、共通理解による事故防止・安全対策を図るために研究討議する。

［討議の柱］
（１）ヒヤリ・ハット事故の問題点把握と活用

（２）事故に対する保護者への対応

（３）事故防止の体制と事故発生時の体制

（４）園内コーチングに向けて
	第７分科会　　公立保育所の使命と地域社会での役割

―今後の公立保育所の役割と実践を考える―


　制度改革が進む中、市町村行政と一体である公立保育所の特性を踏まえ、地域社会における役割や実践のあり方を主任保育士の立場から研究討議する。
［討議の柱］
（１）公立保育所の特性を活かした取組みの内容と進め方
（２）今、公立保育所に求められている役割
（３）公立保育所の運営上の課題と今後の取組みの方向
（４）園内コーチングに向けて
茨城県保育協議会　行
令和元年度主任保育士研究協議会参加申込書
　　　　　　　市町村名　　　　　　　　　　　
施設名　　　　　　　　　　　　
	氏　　名
	分　科　会
	・両日参加

・１日目のみ参加
・２日目のみ参加



	
	第１希望
	第２希望
	

	
	
	
	


【記入例①】両日参加の場合
	氏　　名
	分　科　会
	・両日参加

・１日目のみ参加

・２日目のみ参加

	
	第１希望
	第２希望
	

	茨城　保子
	１　　　　　　　　　　　　　　　　
	２
	


【記入例②】１日目のみ参加の場合
	氏　　名
	分　科　会
	・両日参加

・１日目のみ参加

・２日目のみ参加

	
	第１希望
	第２希望
	

	茨城　育子
	
	
	


【記入例③】２日目のみ参加の場合
	氏　　名
	分　科　会
	・両日参加

・１日目のみ参加

・２日目のみ参加

	
	第１希望
	第２希望
	

	茨城　協子
	　　　　　　　　　３
	　　　　　　　　４
	


１１月１日（金）期限厳守
FAX：029-241-1434
注：必ず記入して下さい
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